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パッケージ事業だとおっしゃいますけれども、

たとえ都市再生整備事業が途中で断念したとし

ても、それは必ずやらなくちゃいけない、何と

してもやらなくちゃいけない事業だと思ってお

りますので、それは都市再生整備事業がだめに

なったら全てパアになるというような表現は当

たらないと。それは何としてでもやっていかな

くちゃいけない事業だというふうに思っており

ます。 

 以上です。ありがとうございました。 
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○小関勝助議長 次に、順位11番、議席番号２番、

梅津善之議員。 

  （２番梅津善之議員登壇） 

○２番 梅津善之議員 おはようございます。ま

さに梅雨空でございまして、じめじめとした空

気が漂っておりますが、すかっとした答弁をい

ただけますようにお願いして、質問に入りたい

と思います。 

 通告に従いまして質問をしてまいりたいと思

いますが、その前に、私も米農家でございます

ので、米を取り巻く状況などを少しお話しさせ

ていただきたいと思います。 

 今さらながらでありますけども、米をつくる

までの経費を久しぶりにちょっと計算してみま

した。10アール当たりの、あくまでも私の個人

の試算でございますが、経費をちょっと出して

みたいなと思って計算してみました。春先から

種もみ代2,500円ぐらい、約10アール当たりで

すけど。育苗土3,000円、箱処理粒剤3,500円、

除草剤、初期剤と一発剤合わせて4,000円ぐら

い、元肥6,000円、追肥に2,000円、防除費に

4,500円、袋代、出荷経費などを含めて1,000円

ぐらい、土地改良費も3,000円ぐらいだとする

と、約10アール当たり３万円ぐらいの経費が黙

ってかかります。 

 一昨年の概算金、１俵当たり１万1,000円だ

とすると、10アール当たり10俵とったとして11

万円から３万円を引けば８万円しか残らない。

さらに、トラクター、田植え機、コンバイン、

乾燥機、もみすり機などの機械を約10年間で償

却したとしても、10ヘクタールつくったとして

も800万円しか残らない中で、諸経費350万円ぐ

らいは機械代としてとられる。現実は厳しいも

ので、さらに耕作料など２万円も払えば、生産

者としての手取りはほとんどないというのが現

状でないかなと思っております。 

 それでも農家は、地域の農業を支え、家族を

支え、土地を守り、後世に伝えようとみんな一

生懸命頑張っている現実があるのではないかと

思っています。だからといって、自分の子ども

に、長男だから農業をしんなねぞなんていうこ

とは、もはや言うこともできなくなったと私も

思っておりますし、しかし、野川の清流に恵ま

れた農地はいかなる形であっても守っていかな

ければならないと思っております。 

 先日、ＪＡの中道にある倉庫に入る機会があ

りました。長井の米、一昨年12万6,000俵、そ

の半分が倉庫にまだ残っております。６月も半

ばでございます。ただ、ほとんどは予約で出荷

待ちだというお話ではございましたが、９月末

には26年産米が入ってきます。４割も休んでい

て、こんな状況であるということに、なかなか

悩ましげであって、それでいても命がけで農地

を守り頑張っていく、いきたいと思っている農

家の方々も、心も痛め、折れてしまうような状

況にあるのではないかと私自身思っております。 

 さて、一昨年３月の一般質問で市長からお答

えありました、仮称食と農の総合センターは具

体的に進んでいるのかという質問です。 

 市長は３月定例会で、給食の地産地消導入に

ついての答弁をしていただきました。その後、
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３カ月を経過して、進みぐあいや具体的な働き

かけなどされているのか教えていただきたいと

思いますし、具体的に食と農の総合センターの

意味となすことを詳しく教えていただきたいと

思います。 

 ２番目に、地域重点作物の検討委員会立ち上

げをということです。 

 さきの平成26年度長井市農業再生協議会で地

域の重点推進作物が決定させていただきました。

私もそのメンバーの１人でございますが、いわ

ゆる田んぼ、米づくり以外の畑作に重点を置い

た奨励作物を市独自で選定していこうという考

えのもとに立ったものです。その中には、アス

パラガス、枝豆、キャベツ、キュウリ、行者菜、

スイカ、トマト、ナス、桃には10アール当たり

５万円の交付金が出ます。さらに、カボチャ、

たらの芽、メロン、ネギ、サクランボ、ブドウ、

啓翁桜などには３万5,000円の奨励金を出しま

す。さらに景観形成作物として、ヒマワリ、ア

ヤメなどには5,000円の奨励交付金が出るよう

なことを過日の農業再生協議会で決定させてい

ただきました。 

 転作が４割を超える中で、作物を選定してい

くということは非常に大変なことではないかと

思いますが、今後、米以外のものを地域として

奨励していくためには、必ずこういう施策の中

で農産物を育成していかなければならないもの

と思っております。その中で、私が申し上げた

いのは、さまざまな方々、例えば市場の方、地

元スーパーのバイヤーであるとか、地域応援大

使の方、当然ＪＡの方、普及センターの方、当

然生産者も野菜をつくって一生懸命やられてい

る方などが多く集まっていただいて、これから

長井ではこんなものをつくっていこうよと。こ

んなものを売って一生懸命４割の部分で頑張っ

ていこうよというものを話し合っていく検討委

員会が必要ではないかと思っております。ぜひ

立ち上げていただいて、農産物の生産や販売に

生かせていただけたらなと思っております。 

 次に、３番目です。４割を超える転作をどう

したらいいかということの前に、まずはその６

割の米を何とかしてブランド化したい。話題性

を持たせることで今よりももっと売れるような

作戦を立てていくことが大事だと思っておりま

す。 

 例えば、石川県の能登の神子原という地域で

は、キリスト教のローマ法王に献上した米とい

うことで売れ行きが順調で、単価は３倍以上に

もなったそうです。ほかには、当然私たち地域

でも取り組んでいる減農薬、減化学肥料米でつ

くられた特別栽培米を地元のブランドとして売

っている地域がたくさんあります。 

 私たち長井市もぜひそんな特別栽培米を中心

とした農産物の米を一生懸命売っていく仕組み

を行政もともにつくっていければなと思ってお

ります。 

 さらに、レインボープランなどの米も当然そ

の一つに当たると考えております。ぜひそうい

った中で、米をさまざまな形で優位販売できる

施策を検討していただきたいものだなと思って

おります。 

 続きまして、大きい２番目のところでござい

ます。 

 観光交流センター、かわと道の駅については、

今まで２年以上もいろいろと議論が交わされて

きたものと思っております。決して私も場所は

納得しておるわけではございませんが、何より

も中身が大切だと思っております。 

 先ほど観光交流センター基礎調査報告書をい

ただきました。その中で一つ気になったことが

ございます。第１次産業の就業者が1,000人を

切り、毎年減少している傾向にある。それに伴

って、農家の戸数、生産物の量も減っていくと

見込まれる。観光交流センター内に設置予定の

直売所に並べる農産物も減少していくと考えら

れるが、どうお考えですか。 
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 さらに、287号線沿いの道の駅で、大江、さ

らに寒河江の道の駅は、来場者数の減少傾向に

ある。そんな中で長井市に道の駅をつくっても

観光客は見込めないと思うという考えはできな

いでしょうか。南東北にはまだまだ道の駅が少

ないとありますが、だからといって来場者数が

見込めるというわけではないと思います。 

 農産物直売所、農産物加工所、農家レストラ

ン、地域再生の３点セットとありますけれども、

具体的な内容はこれから検討していくのではな

く、やはりきっちり考えてから進めていくべき

ではないかと思います。 

 たくさんの集客がある道の駅には、いろいろ

な仕掛けがあると感じました。通りすがりの人

が立ち寄るところではなく、わざわざ行きたく

なるような場所にしていかなくてはならない。

でないと集客は見込めないと思います。そのた

めに、箱物をつくっていくことにこだわらず、

これまでも、これからも早急に市民の意見等々

を取り入れ、テナントを入れるとか、誰が、ど

んな店を、どんなふうに、どんなことを仕掛け

るのかといったところを具体的に詰めていかな

くては、将来に不安が残ってしまうのではない

でしょうか。不安が残ったまま進めていくべき

ではないと思います。最後に建物を壊すところ

まで見込んで、責任を持って進めていかなけれ

ばならないと考えます。 

 市長には、この調査報告書を受けてどのよう

に感じられたか、率直な感想をお伺いいたした

いと思います。 

 最後に、３番目の質問です。消防設備につい

てでございます。 

 一昨年の７月22日の集中豪雨は、皆さんの記

憶に新しいことだと思っております。河川の氾

濫の対応は、消防団の昼夜を問わず出動してい

ただいたおかけで、土のうの設置や排水作業と、

夜中まで、それも朝まで消防団の方々にはご苦

労をおかけしました。 

 その際に、非常にその役に立ったものがござ

います。地域の方々が持っていた軽トラックで

はなかったかなと思っております。土のうの搬

入であるとか設置に軽トラックを出動させてい

ただいて、活動されていた光景を見ております。

老朽化する中で、まだ手引きタイプの、リアカ

ータイプのポンプが各ポンプ庫に設置されてお

ります。自動車、積載車に移動していくという

よりも、軽トラックが非常にいいんではないか

なと私自身は思っておりますが、だからといっ

てポンプ庫を集約するということにはならない

んではないかなと思っておりますし、ぜひそれ

も地域の消防団や地域の方々とご検討いただい

た上に、話し合って進めていただきたいものだ

と思っております。 

 消防団員が減少する中、ポンプ庫の再編もな

かなか大変だと思いますけども、ぜひ前を向い

て、地域の人、消防団員と話し合って、新しい

設備にかえていくことと、集約もやむを得ずと

いう理解を得ながら進めていただきたいものだ

なと思います。 

 以上で壇上よりの質問といたします。ありが

とうございました。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 梅津善之議員のご質問にお答え

いたします。 

 議員から３点ご質問いただきました。ご提言

も含めていただきました。私がどこまで答えた

らいいか、はっきりご質問の中で質問者のあれ

がなかったので、もし抜けていたり、あるいは

聞いていないのに答弁したということがあるか

もしれませんが、そこはご容赦いただきたいと

思います。 

 まず最初に、農業振興についてということで、

３点ほどご質問ございました。ご提言も含めて

ということだと思いますが、私のほうからは、

（１）仮称食と農の総合センターは具体的に進

んでいるのかと、（２）の地域重点戦略作物の
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検討委員会の立ち上げをの２点について主に答

弁させていただきたいと思います。 

 まず、最初の（１）仮称食と農の総合センタ

ーは具体的に進んでいるのかということでござ

いますが、質問の中で梅津議員からは、米づく

り農家の大変な厳しい状況というお話がござい

まして、これらについては、やはり私も、ＴＰ

Ｐも含め、今、国の農政がいろんな方向で大き

く転換を迫られていて、それでも私ども、私も

農家ですから、農家として、あるいは市町村と

して、地方の市町村として、納得がいかないと

ころばかりであります。しかし、やっぱり国に

対してしっかりとやっぱり認識していただきた

いのは、農業の部分の多くは、いわゆる競争原

理を導入すれば成立するんだという考えは非常

に危ういと。そういう意味では、特に米づくり

は違うだろうと。もともと私たちの長井は米が

一番適していると。農地はですね。大部分の農

地というのは米づくりが一番適しているわけで

す。なおかつ、おいしくて反収もずっと日本一。

少なくとも上位だったわけですね。そういった

ところで米がしっかりつくっていけないという

この矛盾。これは私も同じでありますので、そ

ういった意味では、私は梅津議員のいろんなお

考えと共通する部分がたくさんあるというふう

に思っております。 

 まず、食と農の総合センターについてであり

ますが、４つの機能を有し、１つ目は、まず地

産地消を推進する直売機能を持つということ、

２つ目は、学校給食への食材の供給機能、３点

目は、買い物、いわゆる買い物弱者への支援機

能、４つ目は、レインボープランのまちづくり

の推進機能、この４つの機能があるというふう

に整理してこの事業を進めているところでござ

います。 

 推進組織といたしましては、農林課と学校給

食共同調理場、福祉生活あんしん課の行政や、

地場産業振興センター、市民直売所菜なポート

並びにレインボープラン推進協議会等々におい

て委員会を設置し、推進を図ってまいりたいと

考えているところです。昨年度はＮＰＯ法人レ

インボープラン市民市場虹の駅に委託をして学

校給食への食材提供と買い物弱者への買い物支

援について調査を実施し、試験的に進めてまい

りました。その結果、学校給食では、天候等に

左右され、食材の供給日に収穫を合わせること

ができなかったり、あるいは農産物のふぞろい

で規格どおりのものが全部そろえられなかった

り等々の課題が出されております。今年度は、

農業支援専門員として定時補助職員を雇用いた

しまして、これらの課題等を整理しながら、学

校給食に食材を提供できるよう、生産者と調理

場との調整を図り、規格や数量がそろえられる

農産物を選定しながら、６月より学校給食へ供

給を始めたところでございます。 

 続きまして、２点目の地域重点戦略作物の検

討委員会の立ち上げをということでございます

が、今般の水田活用直接支払い交付金、これは

産地交付金のことですが、における地域推進作

物の選定においては、県の農業技術普及課及び

ＪＡ並びに農林課により検討を行い、市場ニー

ズによる販路の確保や拡大が可能かの見地から

と、その作物の栽培技術の確立や普及、品質向

上等の栽培技術面から検討を行ったところでご

ざいます。 

 また、生産者であり各地区の営農推進協議会

の会長さん方で組織しております長井市農業再

生協議会の幹事会において協議をいただき、総

会において、今年度の部分ですね、決定いただ

いたものでございます。 

 地域振興作物等については、昨年度県のほう

で、６次産業化戦略本部というのが立ち上がっ

ております。これは知事が本部長、私ども市町

村長が副本部長ということで、これらの戦略会

議、本部ができたわけですが、それを受けて、

去年、そして私どもはことしの予定でございま
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すが、長井市の６次産業化戦略本部会議の立ち

上げを計画しておりますので、その中で、生産、

加工、販売等の戦略を検討するということで、

あわせてそれらの戦略作物の検討を来年度以降

はしてまいりたいというふうに思っております。 

 また、質問には、私、なかったと思うんです

が、米のブランド化についてですが、これは議

員おっしゃるとおりなんですけども、一つ言え

ることは、私ども行政にそれらの力は到底ない

ということですね。ですから、農家の皆さんが、

我々がこういうことで一度団結してブランド化

したいんだと。ＪＡさんも、あるいは米の販売

業者さんも一緒になってやるから行政も手伝え

と言われればやりますが、私どもが先頭に立っ

て、これは残念ながら成功するのはかなり難し

いと。現に、もう私が知っているだけでもいっ

ぱいあります。例えば歌丸の里とか、あるいは

百秋舎さんとか、もう農業生産法人もいっぱい

活躍されているわけですね。あとは農家個人で

商社との取引なさっている方も当然いらっしゃ

るでしょうし、ですからそれらをどうするかと

いうのは、残念ながら私ども行政に、先頭に立

ってやるというのは難しいので、できれば梅津

議員のように、農業に本当に詳しくて苦労され

ている議員の皆さんが中心となって、そういう

ものを大同団結して、市にこういうブランド化

しようよというふうに言っていただくと、私ど

もとしては、もうできるだけやれることは何で

もやるという姿勢で頑張りたいと思いますので、

むしろそうしないと成功した試しがないと思い

ます。どこにありますか、そういうところが。

というふうに私は思っております。 

 次に、２点目の観光交流センター基本設計基

礎調査報告書についてどう考えるかということ

でございます。 

 農家数は年々減少するので、出すその野菜も

少なくなるんで、これは必要ないんじゃないか

というような、ちょっとニュアンスに、私には

聞こえたんですが、そもそも農産物の直売所と

か道の駅というのは農家側からの要望なんです

よね。私も農業振興として、１番目と同じ立場

で言っているんですよね。ですから、そこのと

ころが認識ちょっと違うというのは非常に残念

だなと。 

 例えば、やはり４割もの転作ということがご

ざいました。その４割の転作のところに野菜を

植えるというのは、本来適していないところが

多いんだと思います。先ほど言いましたように、

米が私どもの農地では一番適しているわけです

から。しかし、それを活用していくというのは、

これはしようがない。我々としては、農家とし

ては、これは活用しないわけにはいかないだろ

うと。 

 農家は確かに減少しておりまして、米の直接

支払い交付金を受けた農家というのは、平成24

年度ベースで842戸です。一方で、農業委員会

のほうのいわゆる農家台帳ってあるわけですけ

ども、最近のやつですと、そんなに、去年、25

年度から24年というところまではないんですが、

22年度のセンサスあたりの数字でいきますと、

1,430戸ぐらいあるんです。現在は離農されて

いる方が多いので1,300戸台までもちろん下が

っているんでしょうけども、ですから米は出し

てないけども農地を持っていて、例えばリタイ

アされて農業やるという意思の方もいらっしゃ

るはずなんですよ。そういったときに、やはり

こういった農産物直売所とか、そういったもの

でやはり所得をぜひ得ていただきたいなという

ふうに思っております。 

 農家数の減少は避けられないものの、市民直

売所と、先ほど言いました６次産業化。これは

直売所だけじゃなくて、加工、そして農家レス

トラン等、いわゆる３点セットというふうに議

員がおっしゃったとおりですけども、これらが

県でも本格的に知事が先頭に立ってやっている

わけですよ。ですから、その６次産業化の成立
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をさせる第一の要因というのは、外からのお客

様にも来てもらわないと、中だけではなかなか

難しいということですから、その面では道の駅

というのは、反するものなんでしょうか。そこ

が私は梅津議員ともう少し議論をさせていただ

きたいところだなというふうに思っていますが、

ぜひこういった農産物直売所によって農産物の

生産拡大が皆さん図っていただいて、農業所得

を上げていただくということがまず第一の目的

ではないかなというふうに思っております。 

 そして、どのように考えているかということ

ですが、議員からありましたように、まず率直

な基本設計の基礎調査報告を受けての私の所感

といいますか、考え方としては、まずは配置図。

基本設計の部分については、関係するめぐみ幼

稚園なり長井小学校の皆様と十分に検討しての

配置図ですから、基本的にはあの配置図でご同

意はいただいていると。 

 あと、調査のほうの、特に経済波及効果、雇

用効果等々については、あと道の駅が成立する

かということについては、非常にかたい試算を

していただいたと。あの試算ですと、外からの

お客様を余り見ずとも十分成り立っていくとい

う試算でございましたので、そういった意味で

はほっといたしましたし、いよいよ今度はその

規模をきちっと確定して、まずは農業団体とい

うことで、菜なポートの運営委員会というのが

このたび新しく発足いたします。それと、商工

会議所、観光協会、それから飲食業組合、めん

組合、それから菓子組合等々、いわゆる道の駅

として考えられるのが市民直売所、それから加

工コーナー、それと飲食コーナー、物産館とい

うことですから、それらの関係する団体の皆様

と一緒に早速立ち上げなきゃいけないと。検討

委員会、運営の方針を決めると。そこに専門の

コンサルを入れなきゃだめだろうと。そこで運

営をどうするかということで、運営母体も含め

たものを４月に、私もきちっと見たわけですか

ら、３月いっぱいですから、工期は。ですから、

ちょっと私も非常にのんびりしていて反省して

おりますが、４月、５月と３カ月目に入ったの

で、そろそろそれらの委員会を立ち上げて、運

営主体をどうするかということをまず決めると。

そして、規模を決めましたら、今度はどういう

ふうにやっていくべきかということを、それら

の新しい委員会と、そもそも観光交流センター

検討委員会というのがございますので、それら

の皆様との意見調整をしながら素案をつくり、

それをぜひ議会の皆様からいろいろご指導、ご

意見などをいただきながら、そして具体的な運

営計画を、実施設計の成果が出る前に、その中

段ぐらいでですね、実施設計はもうかかっても

半年とか１年ぐらいかかるわけですから、それ

までに取りまとめていきたいと。そして、もし

順調にいけば、来年の秋ぐらいとか着工できる

かもしれませんので、そうしましたらそこまで

に運営主体を決めて、運営の方針、中身を計画

を詳細を決めると。当然、人の問題も必要です

から、その新たな経営母体のプロとしての運営

者も選出しなきゃいけないだろうと。そういっ

たふうに思っておりまして、まずはこの基本設

計、基本調査出たことによって、大きく前進す

るというふうに考えているところでございます。 

 最後に、消防設備について、私のほうはポン

プ庫の再編はあるのかということについてのみ

お答えさせていただきたいと思います。 

 ここ３年ぐらい、消防団幹部との打ち合わせ

懇談会というのを行っています。これは、当初

予算をまとめる前にしておりますので、昨年も

10月に、大体１時間半ぐらいの時間、90分ぐら

いいろんな意見交換をいたしました。その中で、

消防団幹部のいわゆる三役を中心に、各分団長

も出席いただいているわけですけども、いろん

な意見をいただきました。要望も、大体向こう

のほうで取りまとめしていただいて、ペーパー

としても大体のところをいただいています。そ
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の中に、いわゆる手押しポンプですね。これを

積載車にかえてほしいと。それが30カ所ぐらい

あるということでございました。これは後ほど

消防主幹のほうで詳しく答弁いたさせますが、

それらについて、やっぱり今は軽トラ持ってい

る人が少なくなったと。だから手押しで行った

んでは間に合わないので、そういう実態ですか

と。私、消防団の経験がないのでわからなかっ

たですね。それはひどいですねと。じゃ、それ

はやりましょうという話をしました。その際に、

団側のほうから、再編も必要なのかもしれない

と。あとは、今度積載車ということで車庫が要

るわけですね。そうすると、車庫をつくるのに、

やっぱり四、五百万円はかかるでしょうと。そ

うすると、30カ所ですと、仮に500万円ですと

１億5,000万円ですから、車自体は150万円とか

そのぐらいで、30台買っても四、五千万円とい

うことなんでしょうけども、そうかと。じゃ、

ちょっといろいろ検討しなきゃいけないねとい

うことの中で、ちょっと再編も我々で検討して

みたいということなんですよね。 

 我々市側から、これだけ、去年の７月の集中

豪雨とか、あるいは大震災を経験して、地域消

防団のありがたさ、重要さ、認識している中で、

こちらから再編して、おまえんだほがにいっぱ

い要らねえべなんて言うわけがありません。逆

に、ぜひ団員をふやしてほしいと。一旦定員は

行革の中で減らしました。これは行革の一環だ

ったんですね。でも、実態もどんどん減ってい

るからということだったんですが、第２分団な

どは女性の団員が４名入ったりとかして、非常

に団自体が、やっぱり地域全員で、これは男性

も女性も守っていくという機運が高まっており

ますので、もし必要だったら女性団員を各地区

にふやせるような定員増も、これは議会にお願

いしてみれば賛成してもらえるだろうと。だか

らそれも含めてという話をしておりますので、

これはあくまでも団側からのまず問いかけに対

して、私ども、じゃ、ちょっと団側で話してい

ただいて、必要な車庫、ポンプ庫を含めて、積

載車に更新していかなきゃいけないと。そのよ

うに思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

 詳しいことは消防主幹からお答え申し上げま

す。以上でございます。 

○小関勝助議長 孫田邦彦農林課長。 

○孫田邦彦農林課長 梅津善之議員の質問にお答

えいたします。 

 私のほうからは、（３）の４割を超える転作

を生かすにはということでございますが、その

４割の前に、６割のほうの本市のまず米の部分

でございますけども、ブランド化の推進対策で

ありますけれども、本市はレインボープランを

中心とした環境に優しい循環型農業により、安

全安心なレインボープラン米を推進してきたと

ころでございます。その結果、環境保全型農業

や特別栽培等には早くから取り組みが行われて

きております。 

 その環境に優しい安全安心なレインボープラ

ンのまちの米としてブランド化を図るため、多

くの方々に米の特別栽培に取り組んでいただこ

うとしているところでありますが、米全体の４

分の１程度にとどまっており、なかなか進まな

いのが実態でございます。 

 そのような状況でありますが、先ほど市長か

らもございましたけども、一部の農家におきま

しては、野川清流米や歌丸の里、さわのはな倶

楽部等というようなことで、農家みずからがブ

ランド化を図りながら販売し、頑張っておられ

る方もおられるようでございます。 

 また、米以外の生産調整の状況でありますが、

共済細目書における水田面積2,751ヘクタール

ほどございますが、その約４割に当たる1,015

ヘクタールほどを転作しなければならない状況

であります。作物の作付状況でありますが、土

地利用型の作物、大豆が356ヘクタール、ソバ
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が60ヘクタールで、その２作物で転作作物の４

割を占めているところでございます。大豆、ソ

バにおいては、米生産農家が集落営農や法人化

を行い、他の農家から大豆、ソバ等の作業受託

を行い、水稲と組み合わせながら経営規模拡大

を図り、土地利用型の担い手として育成され、

大規模農業経営による経営の安定化を図ってい

るとともに、転作田の有効活用も図っていただ

いているところでございます。 

 飼料用作物につきましては、169ヘクタール

を有し、耕種農家と畜産農家が連携を図り、自

給飼料の確保や畜産振興において重要な作物と

なっています。 

 また、加工用米や米粉用米、飼料用米等につ

きましては、78ヘクタールで、小規模な稲作農

家でも米づくりの一環として転作に取り組める

ことから、有効な生産調整の手法となり、所得

の向上へと結びついております。 

 また、園芸作物については、面積的には少な

いが、アスパラガスが13ヘクタール、カボチャ

が8.2ヘクタール、枝豆が7.5ヘクタール、ナス、

トマト、キュウリ、スイカの順となっています。

多種多様な園芸作物が生産されております。多

種多様な作物が生産されることによって、天候

による不作や作物の価格変動による収入減少の

リスクの分散が行われています。 

 しかし、少量多品目であるため、特産品とし

ての産地化ができにくい状況となっています。

一部には、伊佐沢スイカとして特産化が図られ

ているものもありますが、重量野菜であること

や生産者の高齢化によって栽培面積は減少して

いる状況でございます。 

 今後の課題といたしましては、最上地方のニ

ラのように栽培面積をふやし、特産化を図り、

生産額を伸ばしていく作物が必要であると考え

ております。そのために水田活用直接支払い交

付金の活用により、アスパラガス、枝豆、キャ

ベツ、キュウリ、行者菜、スイカ、トマト、ナ

ス、桃を、需要動向や栽培技術の普及並びに収

益性を考慮し、地域の重点振興作物として指定

し、支援単価を上げ、生産拡大を図ろうと考え

ているところでございます。 

 大豆、ソバの土地利用型作物の活用により、

大規模経営の担い手を育成し、経営の安定化を

図り、また飼料作物による畜産との複合経営農

家を育成し、さらには園芸作物の振興により、

労働集約型の収益性の高い作物を推進し、それ

ぞれの作型がバランスよく補完しているところ

でありますので、今後バランスよく推進をし、

産地化を図ってまいりたいと考えておるところ

でございます。以上でございます。 

○小関勝助議長 鈴木一則まち・住まい整備課長。 

○鈴木一則まち・住まい整備課長 梅津議員のご

質問にお答えいたします。 

 観光交流センターの基本設計基礎調査報告に

ついてどう考えるか、大きなところで３点ほど

私のほうにはいただきましたが、先ほど市長に

も触れていただきましたので、重複を避けさせ

ていただきまして、基本的なところをお答えを

いたしたいと思います。 

 運営に関する基礎調査、基本設計の報告がな

いままの予算計上上程についてというふうなご

指摘を受けまして、４月15日開催の市議会全員

協議会におきまして、この基本設計基礎調査報

告と基本設計を報告させていただきまして、議

員の皆様からもご意見を賜ったところでござい

ます。 

 ご指摘の運営につきましては、庁内でも基本

的な運営の考え方というものは持っておりまし

たが、具体的な実施に向けての協議がおくれて

おりましたので、今後につきましては、専門の

アドバイザーを招聘し、ご指導いただきながら

進めてまいります。その際につきましては、議

会の皆様や関係の皆様からご意見を賜りながら、

実施体制、運営内容を整備してまいるところで

す。 
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 施設の内容としましては、既にご承知と思い

ますが、直売コーナーや物産コーナーなどをそ

ろえた道の駅、観光案内所、休憩所でございま

して、直売コーナー、物産コーナーの具体的な

内容につきましては、それぞれ菜なポート、タ

スの物産館の実情を調査の参考にさせていただ

きまして、基本設計としてご提案をさせていた

だきました。 

 議員からは、ほかにも出品数や立ち寄り客に

ついての課題、何点かご指摘をいただいており

ますが、基本設計を策定するに当たりまして、

市内にある既存施設や周辺、全国の類似施設を

参考に基本となる調査を行い、設置の可能性や

課題の抽出をいたしました。詳細な部分は実施

設計を行っていく中で関係の皆様方のさらなる

ご意見を賜りながら検討していくという考えで

ございます。どうぞご理解を賜りますようお願

い申し上げます。 

○小関勝助議長 渋谷正通消防主幹。 

○渋谷正通消防主幹 梅津善之議員の質問にお答

え申し上げます。 

 先ほど市長の答弁にもございましたが、消防

ポンプ庫の再編はあるのかについてでございま

すが、次の手引きポンプを将来どうするのかと

いうふうなことの関連もございますので、あわ

せまして重複する部分もございますけれども、

私のほうからお答えさせていただきます。 

 現在、長井市内に消防ポンプ自動車車庫とし

て７カ所、小型ポンプ軽積載車車庫22カ所、手

引きポンプと言われます代車つき小型ポンプ車

庫30カ所がございます。ポンプ庫は各地区の消

防団の拠点施設として重要な役割を果たしてお

り、災害発生時には、集結、出動の拠点ともな

っております。 

 その中で、代車つき小型ポンプにつきまして、

軽トラック型の積載車への変更ができないもの

かということで消防団幹部から提案がございま

した。 

 梅津議員もご存じのとおり、消防ポンプ自動

車及び小型ポンプ軽積載車については、緊急車

両として運用ができますが、手引きポンプと呼

ばれています代車つき小型ポンプにつきまして

は、代車に乗せた状態で保管しており、災害発

生時や訓練などの場合に消防団員やその家族が

所有しておりますトラック等の車両に乗せかえ

て出動することがほとんどであります。 

 しかし、近年の就業構造の変化に伴いまして、

消防団員でトラック等の車両を保有されている

方が少なくなっているため、小型ポンプ等の資

機材を搬送する手段がないということが発生し

ております。代車を引いて災害現場や訓練に駆

けつけるには、時間的にも労力的にも困難と言

わざるを得ない状態でございます。 

 そのため、代車つき小型ポンプを配備してい

るところに小型ポンプ以外の資機材も搬送でき

る軽トラック型の車両を配備できれば、機動力

を高めることもできることになります。昨年の

集中豪雨の際にも、土のう等の運搬に苦慮した

ところでございますので、実用的かと思われま

す。 

 導入費につきましては、平成28年度まで延長

されました起債充当率100％、交付税措置70％

の緊急防災減災事業債を活用できればと考えま

すが、代車つき小型ポンプの車庫につきまして

は、車両を入れるために改修しなければならな

いところがほとんどでございますので、車両を

導入するとなれば、車庫やそれに附帯する設備

の整備も必要となってきますし、維持管理の問

題も絡んできます。整備には時間がかかると思

っております。 

 消防団内部の統合等の再編を含めました中長

期的な検討を委員会等で行うということであり

ますので、その結果を踏まえまして対応してま

いりたいと考えております。その際は、ポンプ

庫の整理統合を含めたものとなる可能性も含ん

でおります。 
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 将来的には代車つき小型ポンプ全てを車両積

載型に変更となれば、消防団員の負担の軽減、

装備の充実、機動力の向上が図れればと考えて

おります。魅力のある消防団の姿をＰＲするこ

とで、減少傾向にあります消防団員の確保対策

の一つとなればと思っているところでございま

す。以上でございます。 

○小関勝助議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 答弁どうもありがとうご

ざいました。 

 まず、ちょっと市長にもう一度、ちょっと多

少私の誤解があるのか、ですけども、道の駅、

観光交流センター自体を私は反対しているわけ

ではなくて、場所はさておき、中身をという話

をきょうはさせていただいておるわけですけど

も、１番目の農業振興と道の駅は密接にかかわ

るという観点でいうと、その減っていく農家数

の中で、農産物はさまざまなものを栽培して販

売して収益を上げていがんなねという考えで、

直売所も何も反対しているわけではないです。

それを、その農家と一緒に振興していがんない

んでないかというのが私の考えでありますので、

その中でその作物を選定する検討委員会があっ

て、今回のその重点戦略作物の選定を行う中に、

例えば直売所ではこういうふうな、小さい範囲

で大変失礼なんですけども、この時期だとこう

いうのはないなよとかという話も含めて、いろ

んな形をしていがれっといいだろうなと思いま

すし、例えばその一つ例を挙げさせていただく

と、冬期間、雪の下キャベツというのを栽培し

ている方が市内にも何件かいらっしゃって、そ

れはもっと欲しいなだと。たくさん市場にも流

通して、まだまだ収益がとれるなだと。とって

も、冬の中、寒い中大変でねぇなんだかなんつ

うと、いやいや、さっぱり大変でねえと。それ

はやっぱり収益が伴ってっからそういう言葉が

出てくるんだろうなと、こう私は思うんですけ

ども、そういうことも踏まえて検討なされば、

じゃ、おれもしてみっかとか、そういうなも出

てくると思いますし、冬期間、直売所なんか何

にも、地元のものというのはほとんどなくなる

季節ですよね。そういうふうなのも含めて中身

も考えていく。そして農業の振興も図っていく

というのはどうでやったんべなというふうに聞

いたんだけど、その辺は、市長、何かないです

か。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。最初の、ま

ず原稿という形では預かってないからなんです

が、私が聞いている感じでは、最初の農業振興

のときには、確かにその重点戦略作物の検討委

員会みたいなのを設けて決めたらいいんじゃな

いかということと、２番目におっしゃった観光

交流センターの直売所のところは全く関連した

質問ではなかったと思ったんですよね。むしろ、

農産物集まるのかと。287沿いの大江とか寒河

江は来場者が減少傾向にあるんでないかという

ことだったので、見込めんなだかと。具体的な

中身については、これから観光交流センターね、

検討するということだけどどうなんだというこ

とのご質問だと思ったんですよ。 

 それが、いや、本当は重点戦略作物に菜なポ

ートに出すような、そういう農産物も考慮して

いるんじゃないかというご提言であれば、それ

はそれ、大変いいことだと思いますので、それ

はぜひこれからつくる６次産業化の戦略会議と

いうのを長井市でつくりますので、その中に当

然菜なポートの運営委員会の代表の方も入って

いただきながら、それと一体となってぜひ進め

る。あるいは、転作作物としていろんなものを

考えていらっしゃる方の意見をできるだけ取り

入れて、やっぱり一生懸命つくられる農家の皆

さんに少しでも有利に、補助金も少ないですけ

ど、なるような、そんな配慮はしなきゃいけな

いというふうに、当然なことですから、私、ネ

ガティブなこと全く言っていませんので、そう
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いう点には大歓迎ですし、それをつなげたらい

いかって、ごもっともですので、これはぜひ行

うようにしてまいりたいと思います。 

○小関勝助議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 中身の分でご理解いただ

ければありがたいなと思っております。 

 もう一つございまして、この中に景観形成作

物5,000円というのがございます。どこかのあ

れでヒマワリを植えようとかなんとかという話

があったかどうかですけども、観光とそのメー

ンにすることでヒマワリも確かに悪くはないん

でしょうけども、農業政策の一環として、例え

ばですよ、例えばフラワー長井線沿いの両方の

西東の水田の方々に、例えばお花をいただけて

ご協力いただけないかなんていうのは、行政で

誘導できるはずだと思うんですけども、例えば

その5,000円じゃなくて、もっと金額を上げて

誘導していくけどもどうだなんていう話もして

いけることだと思うんです。４割も休まんない

中で、半分以上休まんない中で、それは協力さ

んにえなんつう人が果たして、いるかもしれま

せんけども、そうやって政策を観光と農林とあ

わせて進めていくという考え方だと、何もその

どうこうはないような気がするんですけども、

その辺は市長、どう考えますかね。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 景観作物につきましては、議員

おっしゃるように、４割も転作で休まなきゃい

けないので、一見できそうなんですが、しかし

我々行政というのは今、残念ながら、農林課も

そうなんですが、農家とのかかわりって本当薄

くなっているもんですから、農家の代表者の方

とはお会いできます。しかし、20年前、30年前

ですと、30年前ですと本当に、私も農林課の職

員だったんですが、農家のおうちにお邪魔して、

お茶をごちそうになりながらいろんな話をお聞

かせいただいたり、あるいは長井市としてこう

いうふうなことをやりたいんだけどどうしたら

いいべ、ご指導いただきながら、そんときには

県の普及員であったり、あるいはＪＡの方であ

ったり、そして先輩方と一緒になってそういっ

たこととか、あと公民館中心に集まって、いろ

いろこの地域の農業をどうするかとか、あるい

は農村環境整備どうするかというのはあったん

ですよ。ところが、国の制度も変わったという

こともあって、本当に今の職員には、ある意味

では農家と離れた農政、農業農政っていうのは

非常にやりにくいんだと思いますが、そういっ

たことないんですよ。 

 ですから、ことし産建の協議会のほうにはい

ろいろご相談申し上げましたけれども、山形Ｄ

Ｃだと。本当に思わぬ形でいっぱいお客様いら

っしゃる可能性があるんですよ。なおかつ、時

庭駅と成田駅に英国王立園芸協会の日本支部で

ガーデニングマスターという、全国から遠いと

ころ、鹿児島ですよ。福岡、あるいは名古屋と

か、もちろん首都圏。東北も、岩手、新潟、仙

台からいっぱいいらっしゃいました、30人ぐら

い。その方たちが無償で、材料費はね、うちで

提供し、時庭はコンテナガーデン、それから成

田はロックガーデンですよ。ロックガーデンに

どのぐらいかかりますか、このぐらいでって言

ったら3,000万円って言っていましたよ。その

ぐらいのものをみんなボランティアでやってく

ださったわけですよ。彼らは、彼女たちは非常

に喜んだんですよ。大変な、フラワー長井線で

聞いていると。その駅に私たちがこういったこ

とでボランティアをさせてもらった、本当にう

れしいと。ある女性の方なんかは、世界中行っ

ていると。イギリスも行ったし、フランスも行

ったと、こういうガーデニングマスター。だけ

ど、一番よかったのはこの長井だと、こう言う

わけですよ。 

 それは、去年のスケジュールから、もう時庭

と成田をしてもらうということ決まってたもん

ですから、５月。ですから、そうすると、ＤＣ
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は６月の中旬から９月の中旬までなんですよ。

コンテナガーデンは本当は１年目、ロックガー

デンもそう。１年目より２年目、２年目より３

年目あたりが一番いいんですよね。しかし、や

っぱりおりて見られる方とか、わざわざ、ここ

にあるということで口コミで見にくる方もいら

っしゃるんですよ。そのときに、フラワー長井

線沿いにもう１カ所ぐらい、あるいは２カ所。

一番狙ったのは、時庭駅から南長井の間、そし

て成田から白兎の間。何とか田んぼ沿いのとこ

ろに、菜の花はちょっとずれていますんで、ヒ

マワリかコスモスを植えられないだろうかとい

うことで、農林課のほうに、あるいは観光振興

課のほうで、去年、おととしあたりにこういう

話をしていて、具体的には去年秋からいろいろ

探ったんですが、見つけられなかったんですよ。

そのときに、やっぱり観光として、景観作物と

して上げるだけではやっぱりリスクもあるので、

少し支援しなきゃいけないかなとは思ったんで

すが、議員おっしゃるようなことであれば、ぜ

ひこれからもいろいろご指導いただければ、も

う間に合わないかもしれませんけど、やりたい

なと思っています。 

○小関勝助議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 そうですよね。その時期

的なものというか、細目書、農家に至っては、

もう２月の中旬に細目書で転作の確認、確認と

いうかね、その配分作業を各農家と調整をしな

がら、やっとこの６月の頭ぐらいに、加工米も

含めて生産調整の割合を終わったばっかりなん

です。だとすると、前の年の、始める前からそ

のような提案があって、どうだかななんていう

ことを言っていただければ、うまく進んだこと

でないかなと私自身は思っているんで、ある意

味残念だということと、そんなに急に田んぼは

花になんねえということは認識していただいて、

フラワー長井線なり、観光と農業を結びつけた

施策を考えていただければありがたいものだと

思います。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○小関勝助議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 

 

 

   散     会 

 

 

○小関勝助議長 本日は、これをもって散会いた

します。 

 暑い中のご協力、まことにありがとうござい

ました。 

 

 

    午前１１時５４分 散会 




